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16世紀前半甲斐国守護である、武田信虎が邸lTJヶ 崎の地に館を構えたことにより甲府の

発展ははじまります。武田氏滅亡後の16世紀末、豊臣秀吉により天下統一がなされたこと

を画期 として、甲斐国においても豊臣政権 と関東の徳川氏の二大勢力が措抗する要所 とし

て、加藤光泰・浅野長政 ら豊臣恩顧の大名により、一条小山を中心に高石垣の甲府城が築

城されました。東国では数少ない高石垣の城郭であり、内堀 。二の堀・三の堀に及ぶ、三

重の堀に囲まれた近世城下町が誕生 したのです。この400年前に整備された城下町の町割 り

と小路が、江戸時代から現代まで400年以上にわたり連綿 と受け継がれてお ります。

本書は、平成16年 に行われた甲府駅南口におけるホテル建設に伴う発掘調査の報告書で

あります。現在は甲府のメインス トリー トである平和通 りに面する甲府市街地中心部であ

りますが、古絵図によりますと甲府城柳御門の西側に位置 し、「馬場」
。「普請方定小屋」な

ど甲府城の関連施設が置かれておりました。調査では中世から近代までの遺構
。遺物が多

数検出されました。特に、近世甲府城下町が建設される以前の中世の遺構が多数確認され

たことと、都市機能として重要な上水施設が確認されたことは、都市甲府の発展の変遷過

程を研究する上で極めて重要な意味を持つ ものと考えられます。本書が甲府城下町研究の

一助 となるとともに、21世紀のまちづ くりに活用されることを期待いたします。

最後になりましたが、調査にあたり埋蔵文化財行政に御理解 と多大なる御協力を賜 りま

した、株式会社ダイタ及び関係者各位に哀心より御礼申し上げるとともに、今後 とも御協

力を賜 りますよう宜 しくお願い申し上げます。

2006年 3月

甲府市教育委員会

教育長 角 田 智 重
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1.本 書 は、 山梨県 甲府市丸の内 2丁 目21-2に おける、甲府城下町遺跡の発掘調査報告
である。

2.本 調査 は、 ホテル建設工事 に伴 う埋蔵文化財発掘調査である。甲府市教育委員会 が、
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3。 調査経費 は、事前の試掘調査 を甲府市教育委員会が、本調査 については地権者で ある

株式会社 ダイタが負担 した。

4.調 査期間は、試掘調査 を平成 16年 10月 4日 か ら11月 18日 まで実施 し、本調査 を同年 11

月22日 か ら12月 28日 までの約 lヶ 月間行 った。

5。 試掘調査及び本調査 は、志村憲― (文化財主事 )が担 当 した。

6。 本書の執筆 は志村が担 当 した。

7.本 書の編集 は、原 正邦 (文化 スポーツ課長)を 責任者 として、志村が行 った。

8.発 掘調査 における基準点の測量及び基準杭 の設定 は、昭和測量株式会社が行 った。

9。 出土 した木製品の保存処理 は、財団法人山梨文化財研究所が行 った。

10。 本書の挿図 。図版 は、清水秀樹・中村里恵 (以上 2名 嘱託職員 )、 大塚敦子・栗 田かず

子・鈴木 由香・佐野香織 。内藤真千子 。中川美千子・西久保民子
。平賀早苗 。梶原  薫

が作成 した。

11.本書 に係 る出土遺物及び記録図面・計測データ・ 写真等 は、甲府市教育委員会で保管
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12.発掘調査・整理作業及び報告書作成 に際 して、次の関係機 関及び諸氏か ら、 ご教 示・

ご高配 を賜 った。 ここに記 して厚 く感謝 を申 し上 げたい。    (順 不同・敬称 略 )

飯 田 文 弥 出 月 洋 文 植 月  学 笹 本 正 治 高 橋 修 田 代 孝

中 山 誠 三  中 山 智 恵  新 津  健  西 ,II広 平  畑  大 介  羽 中田 74■雄
森 原 明 廣  吉 岡 弘 樹  宮 里  学  甲府刑務所  財団法人柳沢文庫

13.発掘調査参加者 (敬称略 )
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14.職場体験参加者 (敬称略 )
藤嶺学園藤沢 中学校  柿 原  豪 (教諭)北 村 康 悟  藤 井 春 樹
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1。 本書中の遺構名 。遺物番号 は、現場 において形状・検 出状況 に応 じて付 した ものを、

本書作成の際に通 し番号に改めた ものである。

2.本 書中の方位 は、磁北 を示 している。

3.本 書中の地図は、甲府市発行 1/2,500、 1/10,000、 国土地理院発行 1/50,000「 甲府」
を使用 した。

4.全体図・遺構・遺物実測図の縮尺 は、図面上 に表示 したスケールの とお りである。

5。 挿図中の EoWoS・ Nは、東・西・ 南・北 を表す。

6.遺構図の縮尺及び方位 は各図面上 に表示 している。

7.遺構断面図・ 土層図は各図に標高 を表示 した。

8.土 層説明及び遺物の色調の上色表示 は農林水産省水産技術会議事務局監修 『新版 標
準土色帖』 (1997後期版 )を使用 した。

9.実 浪1図 内のスク リー ン トー ン指示 は以下の とお りであるが、部分的に指示 を個 々の図
面 に示 した もの もある。

10.遺物の計測部位 については以下の とお りである。
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図 1 甲府城下町遺跡主要調査地点

番号 遺 跡 名 検出遺構・遺 42Jな ど 番号 遺 跡 名 検出遺構・遺物など

桜シルク跡 A区 武家屋敷 武家屋敷跡 23 甲府城下町遺跡 武家屋敷跡 井戸・溶

2 桜シルク跡 B区 二 の堀 二の堀・ 上塁・井戸 新紺屋小学校 堅 町 溝跡

3 県史跡甲府城赫 近世初頭の近世城享F 甲府上水跡 上水溝跡

4 屋形由輪 (駐輪場 ) 甲府城屋形由輪堀 堀 跡 甲府城下町遺跡 藪田氏屋敷跡 武家屋敷跡 屋敷境溝・井戸

5 屋形曲輪 (駐車場 ) 甲府城屋形曲輪 庭園跡・瓦大量に出土 甲府城下町遺跡 武蒙屠斡 謝 井戸・ 溝・土坑 2基

6 県庁前 ローツン 甲府城内堀 石垣 甲府競下RT議 謝 武家屋敷跡

7 甲府城下町遺跡30街区 山手御門土橋・清水曲輪 石垣・土橋跡 甲府城下町遺跡 元連雀町 上水竹樋・溝・上坑

8 甲府城下町遺赫 武家屋敷跡 溝・ビット・土坑 甲府城下町遺跡 大工町 濃

9 甲府城下町遺跡 武狭屋敷 跡 溝・井戸 甲府城下町遺跡 新紺屋町 土坑

甲府城下町遺跡 裏先手小路 道路面 甲府城下町遺跡 武家屋敷跡 溝・井戸

百石町武家屋敷跡 百石町武家屋敷跡 礎 石 甲府城下町遺跡 武家屋敷隊 澪

12 甲府城下町遺跡 井戸・検知石 甲府城下町潰赫 工 の堀 この堀

13 甲府城下町遺跡42・ 43街区 柳沢権太大屋敷跡 溝跡 甲府城下町遺跡 (K」 43地点) 武家屋致跡 武家屋敷井戸・ 溝

14 柳沢権太夫屋敷及び山手御役宅跡 井戸・溝・上坑・暗渠 甲府城跡 甲府城柳御門 石 垣

15 甲府城関係遺跡 B区 武家屋敷及び御先手小路 溝跡・井戸等 甲府城下町渡跡 武家屋敷跡 議・上坑・木樋

甲府城関係遺跡 B西区 武家屋敷跡 溝・井戸・穴蔵 甲府城下町遺跡 作事小屋跡 溝・ ビッ ト

17 甲府城下町遺跡 山手御役宅跡 土抗墓・ 集石 甲府哉下町遺跡 三の堀跡 三の堀

甲府城下町遺赫 武家屋敷跡 上坑 2基 早府城下町遺跡 藪田氏屋敷跡・武家屋敷勧 溝 1条・井戸 1基・ビッ ト

甲府城下町遺跡 甲府城二の堀 この堀・井戸・ ビッ ト 甲府城下町遺跡(武日通り沿い) 武頻屋敷跡 溝・井戸・埋桶

甲府城下町潰 跡 武 家屋封 謝 土坑墓・溝 3条 甲府城 下町遺 跡 (東模 イ ン ) 馬場跡・作事小屋跡 馬場画・井戸・潜,ビット列

日向町遺跡第 1地点 武家屋敷跡 溝・棚列・ 土坑

日向町遺跡第 2地点 武家屋敷跡 井戸・溝・暗渠



第 1章 遺跡の環境

発掘調査 を行 った甲府城下町遺跡 は、甲府盆地北縁 に形成 された相川扇状地の扇端部、

標高271mに 位置す る近世の甲府城下町の遺跡である。山梨県庁西門 (議事堂前)の北西側
50m地点に位置 し、 甲府のメインス トリー トである南北方向の平和通 りが調査区東側 を通

り、南側 は県道中下条・甲府線 (通称  飯 田通 り)が西へ 向か う、甲府市街地の中心であ る。
11世紀、調査区東側 の一条小山 (現在 の山梨県指定史跡 甲府城跡 )は、一条忠頼の館 が
位置 していた とされ る。忠頼亡 き後尼寺 とな り、 さらに正和元年 (1213)年 、時宗二他 阿

真教 により、稲久山一蓬寺 として一条小山の南西麓 に設置 された と推定 される。 また甲府

城下町遺跡 (35)周辺 には蛇伏 山長延寺が位置 していた と推浪1さ れ る。大永 4年 (1519)

武田信虎が相川扇状地の扇央部 に居館 を築いたこ とに よ り「甲斐の府 中」か ら「甲府」 と

なる。甲府城下町 (1、 2、 15、 19)な どの調査地点か らは16世紀代の遺構・遺物が多数

検 出されてお り、現在 の甲府駅周辺 まで居住空間が存在 していたことを裏付 け、武田氏 の

時代 に都市 として発展 した もの と考 えられ る。

天正 10年 (1582)武 田家滅亡後 は、加藤光泰・浅野長政 など豊臣系大名によリー条小 山

の地 に甲府城が築城 された。それに伴 い一蓮寺 。長延寺 な どの寺院が城下南方 に移動 し、

甲府城下町 は、内堀 。二の堀 。三の堀の二重の堀 に囲 まれた城下町 として整備 され る。

調査区は甲府城柳御門の西側の、内堀 と二の堀の間に位置す る郭 内である。17世紀代後 半

の徳川綱豊時代の古絵図には、「馬場」・「御米蔵」の記載が見 られ る。宝永元年 (1704)柳

沢吉保が甲斐の国主 として入部す ると待「城の改修 と城 下町が拡張 された。この柳沢期の『甲

斐国府 中城修復願書絵図』 (柳沢文庫蔵 )に は、調査 区は「普請小屋」その南側 は「御米蔵」

と記載が見 られ る。また『楽只堂年録』第 173巻の絵図 (資料 1)に はより具体的に建物 な
どの寸法が記載 されている。この絵図によると馬場 は幅六間 (10。 8m)、 長 さ百十四間が記

載 され、馬場の周囲は細 く囲われ「 ドテ」さらに東側 には「ヨシカケ」の文字が見 られ る。

馬場の西側 には馬場 と平行 して普請方定小屋の施設で ある、南北六十五間 (117m)、 梁 聞

二間半 (約4.5m)さ らに庇一聞 (1.8m)が つ く「供 長屋」が位置す る。供長屋の南側 に
は南北長 さ二十間五尺 と二十間三尺の上蔵 2棟が続 き、柳沢期の詳細 な建物配置が窺 える。

甲府勤番支配時代 の絵図は18世紀半ばの『元文二年 甲府城下町絵図』、19世紀後半の『懐

宝甲府絵図』等がある。 これ らの絵図によると「馬場」。「御米蔵」の配置は幕末 まで変化

は見 られない。 しか し柳沢期の「普請小屋」は、甲府勤呑支配の時代 には「作事小屋」 さ

らに幕末の甲府城下町絵図では「大的場」・「調練場」 (資料 3)と 変遷が見 られ る。 しか し

絵図の上か らは調査 区周辺 においては、柳沢期か ら幕末 まで大規模 な地割の変化 はなか っ

た もの と考 え られ る。

明治時代 に入 り武家地 は耕地化 し、明治 8年 (1875)に は二の堀 。三の堀が埋め立 て ら

れ る。調査 区一帯 は明治 9年 (1876)に橘町 とな り、「甲府監獄署」が明治 8年か ら同 45年

まで置かれた。明治 27年発行の『山梨縣 甲府市及び著 名町村図』か ら、 当時の建物の配置

が窺 え、 さらに写真 な どか らも高い白壁の塀 と南北 に細長い瓦葺建物の様子が見 られ る。

しか し明治 36に 中央線が開通す ると、県都の駅前 に監獄署 は不都合であると請願等が提 出

され、明治 45年に現在 の甲府市青沼の地 に移転す るこ ととなる。

甲府監獄署移転後、県道 中下条・ 甲府線 (通称 飯 田通 り)が開通 し、駅前繁華街 とし
て賑わいを見せ る。『昭和 16年市内地図』では、商店・倉庫 。人家の建物が密集 して描 かれ

ている。 しか し昭和 20年 8月 6日 午後 11時50分か ら翌 日未明にかけての甲府空襲 によ り、

この橋町一帯は焼失 した。戦後 は駅前繁華街 として復興 し現在 に至 っている。
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第 2章 調査の概要

第 1節  調査 に至 る経緯
甲府城下町遺跡 は、 ホテル建設工事 に先立 ち株式会社 ダイタか ら依頼 を受 けて行われた

理蔵文化財の発掘調査である。平成 16年 9月 16日 付 けで、文化財保護法第 57条 2第 1項が

提 出 されたことによ り、平成 16年 10月 4日 か ら同年11月 18日 にか けて試掘調査 を実施 した。

試掘メ寸象面積 は1142.28血2で ある。

試掘調査の結果、対象地 区一帯か ら中世 。近世
。近代 にかけての遺物・遺構が良好な状

態で存在 していることが確認 された。 その報告 を受け株式会社 ダイタ と協議 を行い、建設

工事 によって遺構面が被壊 され る恐れがある、敷地東側 の約 400m2を本調査対象地 とし、平

成 16年 11月 22日 か ら同年 12月 28日 までの約 lヶ 月間本調査 を実施す る運び となった。

第 2節  調査方法
調査区は東西約 44.5m、 東側 で南北約 22.3m、 西側 で南北約 27mである。南東隅部 は民

間の ビルが位置す るため欠 けてはいるが、東西方向の長方形の調査区であ り、敷地面積 は

1142.28m2で ある。

試掘調査 は、Aト レンチ (東西 37× 2m)、 Bト レンチ (南北 21× 2m)、 Cト レンチ (束

西 12.5× 3m)の 3箇所の トレンチを設定 し、合計約 153.5m2を 掘 削 した。試掘調査の結果、
Aト レンチ東側か らは 2号暗渠、西側 か らは近代の 3号建物跡 と 4号埋甕が検 出された。

南北方向の Bト レンチでは、 中央部か ら 1号井戸、南側 か ら 7号溝が確認 された。 さらに

Cト レンチでは、 2号埋甕 と中世段階の 1号溝が検 出された。
本調査 は試掘調査の結果 をふ まえ、建設工事 により遺構 が破壊 される可能性がある敷地

東側 の約 400m2を 本調査の対象地 とした (図 3)。

遺構確認面 までは、調査区北西側 で現地表か ら約 50cm、 南側 で約 70cmに位置す る。その

ため遺構面の上層 10cmの 位置 まで重機で表土及び攪乱層の除去 を行 った。その後現状の地

害Jと ほぼ平行 に、 〕束西 :オ向はラ縫か ら乖雪′＼A～ L、 南 Jヒ方向イよ可ヒか らF打ハ、1～ 9にう}害けし、

国家座標 に合わせて 4m間 隔でグ リッ ド枕 を設置 した。 また基準 ポイン トは 2地点に設定
した。

遺構 の精査及び掘削作業 は人力で行 った。掘削 した土砂 の排 出は、クローラーダンプ を

使用 した。検 出された遺構・遺物 は平板 を使用 して作図 を行 い、写真で記録 に収めた。

昭和時代の遺構面調査終 了後、近世及び中世面 まで約 10～ 20cmの 間層 につ いては重機で

掘削 を行 い、再度人力で精査 を行 った。調査終了後 は調査 区西側 に仮置 きした廃土 を重機

等利用 して埋め戻 し、調査 を終 了 した。

第 3節  層  序 (図 4)
調査区は相川扇状地扇端部の標高272m地点 に位置す る。調査 区は南東隅が欠 けているが

東西 44.5m、 南北27mの 東西 に長い土地である。北東側 か ら南西側へ傾斜 し、調査区北西

側 で現況の標高約 271.6m、 遺構確認面の標高271.lmを 測 り、調査 区南東側 では約 272.Om、

遺構確認面の標高 270。 9mあ り、比高差 は約0.2m程度 ある。
基本土層は調査区北側 で 2層 に、南側で 8層 に分層 され る。第 1層 は厚 さ10cmほ どの近

代 の砕石層である。第 2層 は近代の攪乱層である。第 3層 は昭和 20年 7月 6日 の甲府空襲

による厚 さ25cmほ どの焼土層である。第 4層 は灰 白青黒色粘質土層である。第 5層 は暗褐

色粘質土層である。第 6層 は江戸時代 の馬場跡で、厚 さ 5～ 8 cmの 明褐色礫質土層である。
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径 1～ 3 clnの 小礫 が多数混入 した水平堆積 が確 認 され る硬 化面 で あ る。第 7層 は暗褐 色粘

質土層、 第 8層 は暗黒茶褐 色粘質土層 で あ る。 この第 7・ 8層 は、江戸時代 の馬場跡 で あ

る 6層 の下層 に位 置す るこ とか ら中世段 階の堆積 層 と考 え られ る。地 山層 は相川扇状地 に

おいて一般 的 に確 認 され る第 9層 の黄黒褐 色土層 で あ る。

検 出 された遺構 は、近代 の開発 に よ り上面遺構 は削平 を受 けた ものが多 く、調査 区南側

で は、第 6層 か ら 9層 に掘 り込 まれ た状 態 で確 認 され てい る。北側 で は地 山層 の直上 まで

攪乱 を受 けていたため、地 山層 に掘 り込 まれた遺構 が確 認 されてい る。

第 4節  調査経過
調査 は、試掘調査 を平成 16年 10月 4日 か ら11月 18日 まで実施 し、本調査 は同年 11月 22日

か ら12月 28日 まで行 われ た。主 な作業 の進行状 況 は以下 の とお りで あ る。

10月 4日  試掘調査 開始。
11月 18日  試掘調査終 了。
11月 22～

25日  重機 に よ り表 土 除去 。 2号井戸及ぴ溝確 認。
26日  プ レハ ブハ ウス等機 材納 入。東・ 南壁 際 に トレンチ を設定 し遺構確 認作業。
27日  遺構 掘 削 開始。

30日  クロー ラー ダ ンプ納 入。
12月 1日  3号 井戸、上水遺構 木樋検 出。
3日  春 日小学校 3.4年 生 24名 現場見学及 び体験発掘 。
7日  北壁 セ クシ ョン引 き作業。
8日  基準杭 設定。
9日  図面作業 開始。
11日  5・ 6号井戸掘 削、東壁 セ クシ ョン図面作 製。
13日  昭和 時代遺構 面 (1・ 2号石列、 2・ 3号埋甕 )除去。
17日  ど焉場跡下層遺構確 認。
24日  全体 写真撮影 。
25日  現場 説 明見学会 開催 。参 加者約 100名 。
27日  藤嶺 学 園藤沢 中学校教 師 1名 、生徒 2名 体験 発掘調査参 加。
28日  発掘調査 完 了、機材等撤 去。
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北壁基本土層 南壁基本土層

1砕 石 層
2撹 苦し 層
3焼 土 層 (昭和20年 7月 8日 の空襲による焼土層 )

:罐爾 亀璧 匡 }征
0

6明 褐 色 礫 質 土 層  (江戸期の馬場面 )

離鍵曽経彊}いロ
9黄 黒褐色粘質土層  (地山層 )

図 4基 本 土 層 図

図 2調 査 区位 置 図

図 3試 掘 トレンチ 。本調査区位置及びグリッド配置図 ¶

-4-



第 3章 遺構と遺物

検 出された遺構 は、中世 。近世 。近代の 3時期である。建物跡 3棟、溝 14条、暗渠 2条、
井戸 8基、馬場跡、 ピッ ト列 2列 、柱穴列 1列 、土坑 8基、上水施設 (3号井戸 と 4・ 5
号溝 )、 ピッ ト125基である。本文中における溝 とピッ トの重複関係 についての記載 は省略

した。 また、遺構番号 に欠番があるものに関 しては、調査の結果 を検討 して、同一遺構又

は遺構の性格が異なるな どか ら、遺構番号の変更 を行 ったためである。

第 1節  建 物 跡

1号建物

位   置
検 出状況

出土遺物

切合関係

時  期

2号建物
位   置
検 出状況

出土遺物

時   期

3号建物

位   置
検 出状 況

(遺構 図 5)

E・ F-2～ 4グ リッ ド
南北方向N-1°一Wに主軸 をとる、南北 5間 (約 9m)、 東西 2間 (約 4m)規
模の建物である。礎石 を支 える集石の東側一部分 は攪乱 を受けているため確認

で きなかったが、 13箇所の集石が確認 されている。南北の集石の一間は1.8m、

東西間の一間は 2mを 単位 として構成 されている。各集石上部 は同一 レベル上
にあ り、 60cm四 方、深 さ30cmの掘 り方内に、径 8～ 15cmの 自然石 を 2～ 3段に

敷 き詰め築かれている。

未掲載ではあるが、集石 4・ 11か ら瓦が検 出された。

1号石列 に切 られ る。
近代

(遺構 図 6)

E・ F-4～ 6グ リッ ド
南北方向 N-1° 一Wに主軸 をとる。建物規模 については南壁 のセクシ ョンの観
察か ら、東西 4間 (約 5.6m)、 南北方向は欠落 した礎石が多いため規模 は不明
である。建物の東西間の両端 は方形 に加工 された安山岩製の縁石がある。東側

の縁石か ら1.8m、 1.4m、 1.4m、 1.Om間隔で集石が並ぶ。礎石 を支 える集石
は、径 20～ 30cmと 不均―であ り、残存す る集石間は0,9mと 1.8mの 間隔が測 ら
れ る。建物跡の北西隅か らは 3号埋甕が検 出されている。
表土か ら10clnと 極めて浅 い部分で検 出されたこと、 さらに昭和 20年 7月 6日

の甲府空襲 による焼土層か ら検 出されたことか ら、空襲 により焼失 した建物で

あると考 えられ る。

未掲載ではあるが、集石 12か ら煉瓦・瓦が出土。

近代 (昭和期 )

4号埋斃 (全体図 )
H・ I-2～ 3グ リッ ド
南北方向 N-1° 一Wに主軸 をとる建物である。攪乱 を受 けてお り建物規模 につ
いては不明である。径約 80clnの上面が扁平な石が、0.9m間 隔で 13個確認 された。
中央部か らは上面が欠損 した素焼 きの 4号埋甕が出土 している。
表土か ら20clnと 極めて浅 い部分で検 出された、 さらに昭和 20年 7月 6日 の甲

府空襲 による焼土層か ら検 出されたことか ら、空襲 により焼失 した建物である
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集只螢《こ≫転

集石15

鰯

◎

鰯

釧
翰

集石〕8

2720m旦
ド
一

石  層 ややゆるい。
■  層 ほぼ全面的に赤褐色を軍し、瓦 焼土塊を多量に含む。

戦後 (昭和20年 7月6日以14)の層。

,1 皓褐 e粘 質土 反化物.灰協色お■ブロック少E。 ややしよる。下部に木桶。
12皓 茶褐eお買土 炭イヒ物 焼土 攪土塊やや多し φ6～ 10m腱ケ里、砂微雲。紅了

ややZ。 ややしまる。

13茶 褐色お賓土 炭十ヒ物続主少と。僚微E 粒子組かく密 しまる。
14黒 褐 e粘 土 炭化物少二、お性強くゆるい。
15皓 茶褐色粘質土 炭化物 焼■,砂微二。粒子密。ややゆるい。
16 皓乗羹灰褐色お質上 砂僚少離。粒子g。 しまる。
17晴 黄褐色お資土 炭化物 観と少避。亙1点。黄灰褐色箔土フロック少二。紅確 。

ややしまる。

'8贈

黄福色お質主 1渥より紅予組く、ややゆるい。

19黒 費色粘質■ ti子やや瑠く、ややしまる。

20階黄灰褐色お賃■ 瓦l点。お土ブロック状。ややゆるしヽ

割皓鶏 色お質■ 炭化物 焼土 φ2～3m餘少雲、砂分微霊。
粒子密。しまる。

22階絶 お貫土 炭化物 .焼土 φ2～3al礫少量、砂分微量。
粒子密。しまる。

23皓 褐eお質土 測ヒ物 慌土少と、φ7‐ 3m土晩多し。粒子密。
しまる。

臼 皓褐色お質土 測し物焼土砂分微E、 粒子密 しまる。

6階褐色箔質上 脚し物 競吐少二、φl～ 2m際著干 砂彼屋。れ
子密。しまる。

:S階褐色砧貫■ ぞ5層より炭イ働 範土彼E.li子密。しまる。
87黒 褐色お質土 戻化物少E。 ややゆるい。

3炭  十ヒ 層
4炭  化 物 層 黒色の反多二。粗くややゆるい。
6皓 4B 色 土 炭化物 焼■多重。瓦など多くみられる。粒子組くゆるい。
S礎坂縮 0お質土 焼土多二。ゆるい。
,晴灰褐色お質と 炭化物少ユ、粒子密、しまる。
8荻褐色お質土 黄色褐色粘上少鳳、砂分微二。ややゆるい。
9暗茶襦色粘貰■ 炭化物 焼土少量、V7際徴里。粒子密。しまる。
10皓繭 色粘質と 炭惚物 続土少重、φl～ 109n僚やや多し。粒子やや粗く、

部分的に反多し。

2号 建 物
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と考 えられ る。

出土遺物  未掲載ではあるが、 4号埋甕出土。
時  期 近代 (昭和期 )

第 2節 溝

1号溝 (遺構 図 7/遺 物図 16)
位  置  E・ F-2～ 6グ リッ ド
検 出状況  主軸 はほぼ真北方向であ り、確認 されている部分 において南北 18.7m、 幅 1.5

～1.9m、 深 さ0.2～ 0.5mを計測す る。溝北側 か ら検 出された 4号石列 は、長 さ
0。 8mにわた り、径 20～ 30cmの 安山岩が 3イ回確認 された。溝 は南側へなだ らかに
傾斜す る。覆土 は暗褐色粘質上 を基調 とし、 16世紀代の遺物が出上 した。溝下

層の堆積層内か らは炭化物 と焼土が少量確認 された。

出土遺物  1～ 8か わ らけ、 9内耳鍋、 10・ 13丸皿、 11天 目茶碗、 14悟鉢、 15。 16中 国製
染付磁器、 17・ 18金属製品出土。未掲載ではあるが焼土塊検 出。

切合関係 柱穴列 を切 る。 10・ 13・ 14号溝、 11号土坑 に切 られ る。
時  期  中世 (16世紀 )

2号溝 (遺構 図 7/遺 物図 16)
位   置  F-5～ 6グ リッ ド
検 出状況 主軸 は南北方向 N-2° 一Wで ある。長 さ4.7m、 幅 1.4～ 1.75m、 深 さ約 1.25m

の長方形の箱堀状 を呈す る。覆土は若千緩 い暗褐色上の覆上で、江戸時代の遺

物 も出土 したが瓦、煉瓦等近代の遺物が検 出された。

出土遺物 21染付碗、 22白磁、 23・ 24瓦出土。
切合関係  北側の 7号土坑 との切合 い関係 は不明。
時  期 近代

3号溝 (遺構 図 7/遺 物図 17)
位  置  B-5、 C・ D-5・ 6、 E-6グ リッ ド
検 出状況 主軸 は南北方向N-3°一 Eである。金長 7mを 計測す る。北側 2.6m部分 は幅 0.

5～ 0.9m、 深 さ約 0.5mである。南側 3.4m部分 は箱堀状 を呈 し、上端 lm、 下
端 0.7m、 深 さ約 1。 2mを計測す る。戻土 は若千緩 い暗褐色上である。

出土遺物  25志戸呂製皿、26刀子、 27・ 28角釘、29石製品出土。未掲載ではあるが近代瓦、
煉瓦検 出。

切合関係  14号溝 との切合 い関係 は不明。
時  期 近代

6号溝 (遺構図 11)

位  置  BoD-6グ リッ ド

検 出状況  主軸 は東西方向 N-84°一Wで ある。長 さ6.3m、 幅 0.18～ 0.9m、 深 さ0.1～ 0.2
mを計測す る。西側の 16号溝へ緩やかに傾斜 し、ほぼ直交す る。江戸期のど焉場
面の下層 に位置 し、覆土 は炭化物 と焼土 を少量合む暗褐色及び黒褐色粘質土 を

基調 とす る。溝底部 には砂粒子の堆積が確認 された。

出土遺物  な し
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切合関係  馬場跡の下層 に位置す る。 2号井戸 を切 る。 16号溝 との切合 い関係 は不明。
時   期  中世

7号溝 (遺構図 8)

位  置  I-5～ 6グ リッ ド
検 出状況 試掘 トレンチ部分 で検 出された、南側へ傾斜す る石積の溝である。現状確認 さ

れた溝 は南北方向N-1°一 Eの軸線 をとり、長 さ5。 4mを 測 る。北側で直角に西
方向へ曲が る。溝の底幅は0.2～ 0。 25mで、各面の石積 は82度の勾配で据 えられ
ている。溝の上面 は攪舌しを受 けているため現状高 さ0.6mを計測す る。石材 は安
山岩 を主体 とす るが、部分的に花南岩 も見 られ る。石積の東側 と西側の石材の

規模 は異なる。

東側の石積 は、径 50～ 80cmの石材が 1段、部分的に 2段 目が見 られ、高 さは
0.6mである。石材 は安山岩の割 り石 も使用 され る。石積 には拳大の裏込めが幅
70cmに わた り確認 されている。

西側の石積 は、径 50～ 70cmの石材 も見 られ るが、 30cln前後の 自然石が多 く使

用 されている。現状二段積であ り、高 さ0,6mを 測 る。裏込めに関 しては未確認
である。

北側の石積 は、径 20～ 30cmの 自然石が三段、高 さ0。 6mに積 まれて検 出された。
裏込め石 は未検 出である。

出土遺物  な し
切合関係  な し
時  期 近世～近代か

8号溝 (全体図 )
位   置  B-3～ 4グ リッ ド
検 出状況  南北方向 N-1° 一Wで ある。長 さ 4m、 幅 0.3～ 0,44m、 深 さ0。 15～ 0.3mの ほ

ぼ箱状 に掘削 された、南側へ緩やかに傾斜す る溝である。涙土は褐色の粘質土

である。 9号溝・ 14号溝 とはほぼ直交す る。
出土遺物 未掲載ではあるが肥前系磁器皿、瀬戸系陶器が出土。
切合関係  9号 溝、 14号溝 との切合 い関係 は不明。
時  期 近代

9号溝 (全体図 )
位   置  B-4グ リッ ド
検 出状況 検 出部分 は長 さ0.25mの東西方向の溝である。幅 0.5m、 深 さ約 0,lmを 測 る。

覆土 は灰褐色系の粘質上で、砂分が微量含 まれ る。 8号溝 とほぼ直交す る。
出土遺物  な し
切合関係  8号 溝 との切合い関係 は不明。
時  期 近代

10号溝 (全体図 )

位  置  E・ F-5グ リッ ド
検 出状況 主軸 は東西方向 N-88°一Wで、西端は南側へ振れ る。長 さ 4m、 幅 0.25～ 0.45

m、 深 さ0。 1～ 0.2mを 測 る。
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出土遺物  な し
切合 関係  1号 を切 る。 ピッ ト88、 7号 土坑 との切 合 い関係 は不 明。
時   期  近代 か

12号溝 (遺構 図 7/遺 物図 17)
位  置  FoE一 グ リッ ド
検出状況 主軸 は南北方向 N-1° 一Wで あるが、溝北端 は東側へ振れる。長 さ1l m、 幅 1

～1.3m、 深 さ0.05～ 0.15mで あ り、南側へ緩やかに傾斜す る溝である。夜上は

礫 を若千多 く合む暗褐色粘質土 を基調 とし、近代の遺物が出上 した。

出土遺物  31～ 33釘、未掲載ではあるが煉瓦、桟瓦が出土。

切合関係  6号 井戸 を切 る。 14号溝 との切合 い関係 は不明。
時  期 近代

13号溝 (遺構 図 7/遺 物図 16)
位   置  E-2～ 3グ リッ ド
検 出状況  主軸 は南北方向 N-3° 一Wで ある。

4～ 1.lm、 深 さ0.07～ 0.3mである。
出土遺物  19肥前系染付碗、 20寛永通費出土。

を検 出。

切合関係  1号 溝 を切 る。
時  期 近世

検 出された部分的において長 さ6.2m、 幅 0.

覆土 は小礫 を多 く含む暗褐色土である。

未掲載ではあるが、 18～ 19世紀の陶器・瓦

14号溝 (遺構 図 9)

位   置  B～ G-4・ 5グ リッ ド
検 出状況 江戸時代の馬場面 を断ち切 り確認 された、東西方向 N-89° 一 Eに延ぴ る溝であ

る。北側 は 8号溝 と接続す るが、西側 について未確認である。現状長 さ19.4m、

幅 0.24～ 0.82m、 深 さ0,12～ 0.6mであ り、緩やかに西側へ傾斜す る。覆土は灰

白色 または褐色の粘質上 を基調 としている。部分的に微量の炭化物 と焼土粒子

が確認 されている。

出土遺物 未掲載ではあるが、主に19世紀代の瓦・肥前系磁器 。灯明皿・ 土器が出土。
切合関係  馬場面、 1号溝、 16号溝、 17号溝 を切 る。 3号土坑、 2号建物 に切 られ る。12

号溝、 3号溝 との切合 い関係 は不明。
時  期 近代

16号溝 (遺構図 10)

位  置  D-3～ 6グ リッ ド
検 出状況 馬場面の下層 に位置す る。主軸 は南西方向N-1°一 Eで あ り、長 さ12.5m、 幅

は北 1則で 1.lm、  中央部で 1.4m、 南壁では1.8mと 南側 にかけて溝幅は広が る。
深 さは20～ 25clnで ある。覆土は暗褐色粘質上であ り、炭化物・焼土粒子の混入

が見 られ、溝底部 には少量の砂分が堆積 していた。

出土遺物  未掲載ではあるが、かわ らけ、内耳土器、土製橋鉢、陶器製橋鉢、天 目茶碗、
土鈴 な ど中世の遺物が出土。

切合関係  4号 溝・ 14号溝 に切 られ る。
時   期  中世
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17号溝 (遺構 図 10)

位  置  D-3～ 6グ リッ ド
検 出状況 馬場面の下層 に位置す る。南北方向N-3°一 E、 16号溝 とほぼ平行す る。長 さ

12.5m、 幅 0.2～ 0.3m、 深 さ 3～ 5 cmと 浅 い。覆土 は砂分 を多 く合む褐色上で
ある。

出土遺物  な し
切合関係  14号溝 に切 られ る。
時  期  中世 ～近世

第 3節 馬場跡 (1・ 2号暗渠 )(遺構図10/遺物図 17)

位   置  B～ D-4～ 6グ リッ ド
検 出状況  南北方向N-3°一 Eに主軸 をとり 1号暗渠 と 2号暗渠の間の東西幅は10.2m、

南北長 さは約 12mの 範囲で検 出された。南壁のセクシ ョンか ら、標高約 271.lm
に位置す る第 38層 の明褐色土層が馬場面 と考 えられ、上層 は近代の堆積層であ
る。 また下層 は地 山層 または 6号・ 16号溝 など中世の遺物が検 出された遺構面
である。馬場面 は厚 さ 5～ 8 cmあ り径 l cm位 いの砂礫 を多量 に合む非常に硬化
した面である。馬場面西側の 1号暗渠 は南北 12.2m、 幅 40cm、 深 さ20～ 25cln、
東側の 2号暗渠は南北 2m、 幅 40cm、 深 さ20cmを 浪Jる 。両暗渠の断面 は箱状 を
呈 し、 5～ 20clnの砕石が多量 に充壊 されている。 1号暗渠内か らは18～ 19世紀
の遺物が検 出された。

出土遺物  l号 暗渠か ら、 34鉢、 35火鉢、 36・ 37悟鉢、 38土瓶蓋、 39・ 40碗、 41・ 42丸瓦
出土。馬場跡上面か ら18～ 19世紀の陶磁器出土。

づD痒1日尋わ氣  ヒ:ッ  ト74・ 59・ 80・ 63・ 85・ 68・ 65・ 83、  141許澤尊・ 4圭許済写に主刀ら才を
'3。時  期 近世

第 4節  ピ ッ ト列・ 柱 穴 列

調査区全体では125基の ピッ トが検 出された。Eグ リッ ドか ら西側 にかけて比較的集中 し
て確認 された。基本的にピッ トの覆土 は黒褐色及び暗褐色粘質上である。 また、 1号・ 2
号 ピッ ト列、柱穴列以外の ピッ トについては一覧表 にまとめここに報告す る。

1号 ビッ

位   置
検 出状 況

出土遺物

切合関係

時  期

卜列 (遺構 図10/遺物図23)
E・ D-2～ 6グ リッ ド
南北方向N-4°一 Eに主軸 をもち、北側か らピッ ト79・ 60・ 61・ 72・ 78・ 86・
56・ 88・ 57・ 47・ 82、  9号土坑がほIF一直甘腺上 に並ぶ。 イ各ピッ トもつ間 Fttは 3m、
1.5m、 o。 7～ 0.8mである。 ピッ トのプ ランは円形 または楕円形であ り、径 0.3
～ 1゛ 2mを 測 るが、径 0.3～ 0.4mの規模の ものが多い。 ピッ ト78・ 56・ 47の深 さ
は、 15～ 40cmと 浅 いが、他の ピッ トに関 しては60～ 90clnと 深 い。各 ピッ トの覆
土は暗褐色粘土 を基調 とし、少量の炭化物 と焼土粒子が確認 されている。柱等
の本片は確認 されてはいない。

ピッ ト88か ら、 126播鉢世I土。
ピッ ト571ま 8号土坑 に切 られ る。
近世
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2号 ピッ ト列 (遺構 図10/遺物図 24)
位   置  D-4～ 6グ リッ ド
検 出状況 南北方向 N-3° 一 Eに主軸 をとり、 1号暗渠 とほぼ平行す る。北側 か らピッ ト

94・ 59・ 80・ 63・ 85・ 68・ 83がほ IF―一直線」Lに並ぶ。 各 ピッ ト1ま ほぼ 1.5m間隔
で並ぶ。 ピッ トは、長軸 0,7～ 1.2m、 短軸 0。 6～ 0,8mの楕円形の ものが多い。
深 さは0.5～ 0。 7mと 深 い。各 ピッ トの覆土は黒褐色及び暗褐色粘質土 を基調 と
し、少量の炭化物 と焼土粒子が確認 されている。柱等の木片は確認 されてはい

ない。

出土遺物  ピッ ト63か ら、 127角 釘出土。
切合関係  1号 暗渠 を切 る。
時  期 近世

柱穴列 (遺構 図 10)

位  置  D-4グ リッ ド
検 出状況  ピッ ト33と 64の 2基 により構成 され南北方向N-1°一Eに主軸 をとる。ピッ ト

33は 、長車由lm、 短軸 0。 9mの楕円形のプ ランであ り、深 さは0.9mあ る。 ピッ
ト64は、長軸 0,95m、 短草由0.8mの 楕円形のプ ランであ り、深 さは 0。 9mで ある。
両 ピッ トには柱 と考 えられ る木片が残存 し、柱間はほぼ2.8mである。また、ピ
ッ ト33の木片の基底部 には径 20～ 30cmの 自然石が 3石据 えられていた。

出土遺物  ピッ ト33か ら、かわ らけ 。土器小片出土。 ピッ ト64か ら、土器小片出土。
切合関係  1号 溝 に切 られ る。
時  期  中世

第 5節 石 夢U

l号石 列  (i童構 I図 29)

位   置  E-2～ 3グ リッ ド
検 出状況  南北方向 N-4° 一 Eに軸線 を とる。長 さ約 4.2m、 幅 30～ 40cmの石 列 で あ る。径

約 20cln、 厚 さ約 10cmの 自然石 を 2列 にほぼ水平 に設置 されてい る。

出土遺物  未掲 載 で はあ るが、桟瓦・ 丸釘 な どが検 出 され た。
切合 関係  1号 建物 を切 る。
時   期  近代

2号石列  (i童構 図 29)

位   置  E～ G-3、 IH～ I-3グ リッ ド
検 出状 況  東西方向 N-86° 一Wに 軸線 を とる。E～ G-3部 分 で は長 さ7.4m、 H～ I-3

部分 で は長 さ 2m確 認 されてい る。石列 の幅 は30～ 40clnあ り、径約 20cm、 厚 さ
約 10cmの 自然石 が 2列 にほぼ水平 に設置 され てい る。

出土遺物  図化 していないが、桟瓦・ 丸釘 な どが検 出 され た。
切合 関係  1号 溝 。12号溝 を切 る。
時  期  近代

3号石列 (遺構図 8/遺物図24)
位  置 G-5グ リッド

-16-



6号溝
▲ 2々十m

層 ほぼ全面赤褐色た皇し、瓦 婉

パ
一

土腕を多
=に
含む。1～ 4mの炭化

3秦 褐eお質上 ややゆるい。
4暗 褐e猫罠土 痰化物境■a■、め嗅少a。 やゃしょる。

14階 tB色お質上 貿ヒ物,焼■ 腕と塊やや多し、‐9かわらけ出土 φぞ～1:画 員。
他テやや密 ややしきる。

lS階 欄色お資土 熊化物焼と,続士擁やや多し、黄個e土粒子少H。 粒子やや絡くややしまる。
IG黒 0お 質■ 炭化物少二、攪上微島 ややゆるい。
|,皓茶購 酬質土 炭化物 燒上少E φ6WOuIX部分的に多眺 ややゆるい。

綿

試

1晴茶鴇e粘質土 It化物 続土少E 粒子か細かい砂機少エ

:暗灰褐04質土 脚ヒ物 流土微二。およ分多くしまる。
9踏灰禍a猫質土 則し物 焼■微a φもBTRI点  砂分少E。

4階炭褐色お質主 炭化切 燒■少れ、砂分少a。 ややゅるい。

柱穴列

C 1= 旦~蚕

秀

1茶編色砂礫土 φ01-3m礫 多く混入。非常に強く

ぞ暗褐eお質主 攪■少E、 砂際東褐色土粒子徹担。
強くしまる。

3景偶eお質主 庚
`ヒ

物 篤■少
= 
φ
'0～

IS耐確点、

砂分多く含む。ゆるい。

囀
Ξ
ヨ」呟Ｆ

１
号
溝

6号溝、2号井戸、柱穴列

S晴原稿e猫質と 炭化物少■、本瓦片などやや多く出土やや紅穏くややゆるし培
S閣穴熱確理濱主 炭化物少i、 小砂候分著干、φl～をm檬少二。嶺7やや密。

7隔藤綿 朗 ■ 4ヽ砂機分少と、粘■プロック少二。粒子やや禰<ややゆるい。

8暗茶褐e盛質土 砂分微
=、

黄e,黒構e土粒子少E。 被子密。しよる。

1饉褻露ξ腿募露I議展朗魏。ど号井芦
,3階 偶色粘質土 炭化切,焼土 賣格色土粒子少] φ:一Sm僚散駐 社▼密。しきる。

図 11

-17-

0                         2m



検 出状況

出土遺物

切合 関係

時   期

4号石 列

位   置
検 出状況

出土遺物

切合 関係

時   期

第 6節

1号井戸

位   置
検 出状況

出土遺物

切合 関係

時   期

2号井戸
位   置
検 出状 況

出土遺物

切合関係

時  期

東西方 向 N-1° 一 Eに軸線 を とる。検 出部分 は、長 さ2,lm、 高 さ0.2mの石列
で あ る。径 25～ 40(�の石材 は横 長 に設置 され、 65度の勾配が とられ てい る。石

列 の裏込 には径 5～ 10cmの礫 が充壊 されて い る。 また裏 込 内か らは角釘・ 銭 貨

な ど近世 の遺物 が多数 出上 した。

角釘 130～ 135角 釘、 136楔 、 137銭貨 は 1ヒ宋銭 で あ る。 また未掲 載 で はあ るが、
瓦 が 出土 した。

な し

近世

(遺構 図 7)

F-2グ リッ ド
1号溝 内北辺西側で確認 された、
30～ 40cmの 自然石が 4イ回並び、 高
な し

1号溝 内に位置す る。

中世

井戸

1号溝 と平行す る長 さ0.8mの石列である。
さは0.3mである。

径

(遺構図12/遺物図 18～ 21)
H・ I-4・ 5グ リッ ド
試掘調査 トレンチ (T-1)の 中央部で検 出されたが、西側 は未確認である。
円形プ ランであ り漏斗状の形態である。上端径約 3.Om、 中段 は径 0。 9mを 測 る。
未完掘のため、深 さは不明である。遺構上面 は拳大の礫が厚 さ0.5m以上 にわた
り堆積 し、その下層か らは平瓦 。丸瓦・輪違 い瓦が l m3ほ ど検 出された。

43-47・ 54・ 5研絢瑠辞、 48-5J言⇔本、 52・ 53月巴1商夢A石液暑■、 560■、 5尉沿甍甦α失肩包ヨE、
58-6砒丸夢毛、 61-6が平コ毛、 63--78申待美塾いⅡ屯とL三L。
ピッ ト120～ 125の 切合 い関係 は不明。

近世 (18～ 19世紀 )

(遺構 図12/遺物図22)
B-6・ 7グ リッ ド
東・ 南側 は調査対象外であ り未掘削である。円形プ ランであ り、上端径推定約

2,Om、 確認面か ら0。 5m下がつた位置で径 1.Omと な り、 この位置か らほtF垂直
に落 ち込むが、深 さについては不明である。遺構上部南斜面 には径約 10～ 20cm

の礫が多数検 出された。覆土 は暗褐色土及び黒褐色上 を基調 とし、炭化物 と焼

土及び小礫の混入が少量確認 された。

79・ 80かわ らけ、 81片 日土器、焼土塊 出土。

6号溝 に切 られ る。

中世

4号井戸 (遺構図12/遺物図23)
位  置  G-2・ 3グ リッド
検出状況 南側 は攪乱 を受けているが、ほぼ円形プランであ り漏斗状の形態を有する。径
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1.65m、 遺構確 認面 よ り lm下 が った位 置で径 0.65～ 0.7mを 測 り、この地 点か
らほぼ垂 直 に落 ち込むが、深 さは不 明で あ る。覆土 は黒褐 色土 を基調 とし、炭

化物 と焼 土 の混入が微 量確 認 され る。

出土遺物  96・ 97か わ らけ出土。

切合 関係  南側 は近代 の攪乱 を受 け る。
時   期  中世

5号井戸 (遺構 図12/遺物図23)
位  置  F・ G-4グ リッ ド
検出状況  円形プ ランで漏斗状の形態 を有す る。長軸 2.3m、 短軸 2.Omを 浪1り 、遺構確認

面 より lmTが った位置で径 0。 8mを 測 り、 この地点か らほ tま垂 直に落 ち込む
が、深 さについては不明である。夜土は小礫 を合む暗褐色の粘質土である。

出土遺物 98須 恵器、 99釜、 100かわ らけ、焼土塊出土。
切合関係  ピッ ト105。 106の切 り合い関係 は不明。
時   期  中世

6号井戸 (遺構図13/遺物図23)
位  置  F-2・ 3グ リッ ド
検 出状況  円形プ ランで悟鉢状の形態 を有す る。長軸 3.25m、 短草由2.55mを 浪Jる 。深 さに

ついては不明である。褒土は暗褐色土 を基調 とす る。上層の覆土 には炭化物 と

焼土及ぴ中世の遺物が多 く混入す る。

とI土遺物  101・ 102か た)ら け、 103土 製悟鉢、 104内 耳土器、 105・ 106丸皿、 107志 戸呂製丸

皿、 108瀬戸美濃系播鉢、焼土塊 出土。

切合関係  12号溝・ 1号建物 に切 られ る。 ピッ ト92と の切合 い関係 は不明。
時  期  17世紀前後

7号井戸 (遺構図 13)

位  置  F・ G-6グ リッ ド
検 出状況 楕円形プ ランであ り、ほぼ垂直に掘 り込 まれている。長軸 0.8m、 短軸 0.6mを

測 り、遺構確認面 より0.5m下がった地点か らほぼ垂直に落ち込み、直径 0.45m
となる。深 さに関 しては不明である。上層の覆土 は炭化物 と焼上 を含む暗褐色

上である。

出土遺物  な し
切合関係  ピッ ト28を切 る。
時  期  中世～近世

8号井戸 (遺構図 13)

位  置  F・ G-5・ 6グ リッ ド
検 出状況  円形プ ランであ り漏斗状の形態 を有す る。径 1.2m、 遺構確認面 より0。 5m下が

った位置で径 0.6mと 狭 くな り、ほぼ垂直に落ち込む。深 さは不明である。第 4

層の暗灰褐色粘質土か らは炭化物 と焼上が少量確認 された。

出土遺物  な し
切合関係  上面 は 3号溝 に切 られ る。
時  期  中世 ～近世
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第 7節  土 坑

2号土坑 (遺構 図14/遺物図 23)
位  置  B・ C-5・ 6グ リッ ド
検 出状況  東壁 に遮 られているため全容は不明であるが、現状不整方形 を呈 し南北 4m、

東西 2m、 深 さ0.2mを 測 る。覆土は褐色粘質土 を基調 とし、近代の遺物が多数

検 出された。

出土遺物  109釘。未掲載ではあるが近代陶磁器出土。
切合関係  3号 井戸・ 4号溝 を切 る。
時  期 近代

3号土坑 (遺構 図 13)

位  置  C-3・ 4グ リッ ド
検 出状況  円形プ ランを呈 し、径 1.9m、 深 さ0.15mを 測 る。黒褐色粘質上の凝土内か らは、

径 30clnの平坦な自然石が検 出された。

出土遺物  な し
切合関係  馬場跡 を切 る。ピッ ト 1に切 られ る。ピッ ト66・ 102、 14号溝 との切合い関係 は

不明。

時  期 近代

6号土坑 (遺構 図 14)

位  置  G-2グ リッ ド
検 出状況  4号 井戸に近接 して検 出された。長軸 1.6m、 短軸 1.3mの楕円形である。深 さ

は0.8mを 測 る。暗褐色及び黒褐色粘質土 を基調 とす る。
出土遺物  未掲載ではあるがススが付着 した内耳土器検 出。
切合関係  な し
時  期  中世

7号土坑 (遺構 図14/遺物図 23)
位  置  F・ G-5グ リッ ド
検 出状況 東西方向に長い隅丸方形プ ランを呈 し、東西 3.3m、 南北 1.3m、 遺構西側では

深 さ0.45mを 計測す る。遺構東側 は深 さが0.7mと 一段落ち込み、径約 0.9mの

桶が設置 されている。桶側板 は腐食が著 しいため、残存高 さ約 15cmが確認 され

たのみである。桶 内か らは近代の遺物が検 出された。

出土遺物  110・ 111釘、 112ガ ラス瓶、 113明治 16年の半銭銅貨、 114桶底板 出土。

切合関係  2号 建物の下層 に位置す る。 2号溝 との切合 い関係 は不明である。
時  期 近代

8号土坑 (遺構 図13/遺物図23)
位  置  DoE-5グ リッ ド

検 出状況  円形プ ランを呈 し、直径 2.lm、 深 さ0.35m測 る。砂が微量混入 した褐色及び責
褐色粘質上 を基調 とす る。

出土遺物  115鉛製の鉄砲玉、瓦 出土。
切合関係  1号 暗渠、 ピッ ト57・ 85。 116を 切 る。
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時  期 近世

9号土坑 (遺構 図 14)

位  置  E-6グ リッ ド
検 出状況 南側 は 4号溝 に切 られているため全容は不明であるが、ほぼ楕円形 を呈 し、長

軸 1.25m、 短車由0。 85m、 深 さ0.6mである。
出土遺物  な し
切合関係  4号 溝 に切 られ る。 ピッ ト65と の切合い関係 は不明。
時  期 近世

10号土坑 (遺構 図 13)

位  置  B・ C-6グ リッ ド
検 出状況  南側 は検 出不能であるが、楕円形プ ランを呈す る。直軸 1.lm、 短軸 0.95m、 深

さ0.6mを 測 る。
出土遺物  な し
切合関係  な し
時  期 不明

11号土坑 (遺構 図14/遺物図 23)
位   置  E-6グ リッ ド
検 出状況  隅丸方形プ ランを呈 し、南北 1.3m、 東西 1,lm、 深 さ0.5mを 浪Jる。油脂分 を多

く含む黒褐色上 を基調 とす る。

出土遺物  116煉瓦出土。
切合関係  1号 溝 を切 る。
時  期 近代

第 8節  埋 甕

1号埋菱 (遺構 図29/遺物図 24)
位   置  D-6～ 7グ リッ ド (南壁 セクシ ョン内 )
検 出状況 表土か ら10cmと 極 めて浅 い、昭和 20年 7月 6日 の甲府空襲 による焼土層か ら検

出された。 日径 59cln、 高 さ36.2cmの 素焼 きの甕である。甕内部 は焼土 と炭が大

量 に堆積 し、染付の便器縁部が出上 した。

出土遺物  138埋甕、 139便器出土。
切合関係  な し
時  期 近代 (昭和期 )

2号埋甕 (遺構 図29/遺物図24)
位  置  D-5グ リッ ド
検 出状況  埋甕上部 は攪乱 を受 け欠損 しているが、推定復元体部直径 50cln以上の大型の素

焼 きの甕である。甕内部か らは焼土 と炭化物 に混入 し融解 したガラス瓶が検 出

された。昭和 20年 7月 6日 の甲府空襲 により焼失 した建物 に伴 う遺構 と考 えら

ヤtる 。

出土遺物  140埋甕、図化 されてはいないが融解 したガラス瓶・瓦 を検 出。
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切合関係  16号溝及び馬場跡上部 に位置す る。

時  期 近代 (昭和期 )

3号埋養
位   置
検 出状 況

出土遺 物

切合 関係

時   期

(遺構 図29/遺物図24)
F-5グ リッ ド
2号建物北西側 か ら検 出 された。埋甕上部 は攪乱 を受 け欠損 しているが、推定

復元体部直径 50cln以上 の大型の素焼 きの甕である。甕内部か らは焼土 と炭化物

と伴 に融解 したガ ラス片が検 出された。埋甕周辺 には 2号建物 に付属す ると考

え られ る、基礎根石 の集石 が点在す ることか ら、昭和 20年 7月 6日 の甲府空襲

により焼失 した 2号建物 に伴 う遺構 と考 えられ る。

141埋甕、未掲載ではあるが融解 したガラス片・瓦 を検 出。

7号上坑 を切 る。

近 代  (H召 和 期 )

第 9節  上水 施設 (4号溝・ 5号溝・ 3号井戸 )(遺構図15/遺物図22)

位   置  B～ E-5～ 6グ リッ ド
検 出状況 上水施設は 4号溝・ 5号溝 と 3号井戸 により構成 されてい る。水の流路 として

調査区南側 で現状確 認 された 5号溝 の 6号木樋 か ら 4号溝 の 5号木樋 に2.5cln

の落差で水が落 ち、 5本 の木樋 を通 って北東方向の 1号木樋 まで30cmの 高低差
(25/1000)で 、 3号井戸 に水が流れ る。
4号溝 は南西か ら北東方向の N-63°一 Eに主車由を もつ、長 さ12m、 幅 50～ 60

cm、 深 さ55～ 65cm、 垂直 に掘 り込 まれた溝である。溝底部 には、 5本 の本樋が
連結 して設置 され全長 12.26mを 浪Jる 、腐食が著 しい もの もあ り、明確 な測定値

が提示で きる 1号、 4号 、 5号木樋の 3点 の図化 を行 った。 3号井戸側 の 1号
木樋 は長 さ121.7cm、 高 さ18.2cln、 外幅 21.5cm、 内幅 14.5cmを測 り、板材の厚 さ

は3.3～ 3.5clnで ある。角釘 を15～ 21cmの 間隔で打 ち付 け、底板 と側板 を箱状 に

組み立て られている。 2～ 5号木樋 は、長 さ2.7～ 2.8mで、高 さ17.5～ 19cm、

外幅 21.5cm、 内幅 12.5～ 14cm、 板材の厚 さ3.3～ 4.5cmを 計測す る。 5号木樋 と

5号溝内の 6号木樋 の接続部 は斜 めに接続 され、6号木樋 との間に2.5clnの 落差

が設けられている。5号木樋 と 4号木樋 の接続部 に関 しては、5号木樋側が雄型

であ り、 4号木樋 が雌型の構造である (挿図 1)。 また各木樋 の天板 は腐食が著

しく明確 な測定値 を示せ ないが、側板 とほぼ同寸の厚 さであ り、側板 と天板の

接続部 に釘の痕跡が見 当た らないことか ら、置いただ けてあると考 え られ る。

5号溝 は南壁際で検 出 されたため、現状長 さ0.5mで、幅 56cm、 深 さ55cm、 N
-5°一 Eに主軸 を もつ 4号溝 と同規模の溝である。 6号木樋 は検 出された部分

で長 さ0.5mであ り、外寸、内寸等 は他の本樋 と同規模 で ある。
3号井戸は、 1号木樋 に接続す る溜井戸である。掘 り方 はほぼ円形プ ランを
呈 し、径 1.4～ 1.5m、 深 さ1.5mで ある。桶 はほtF中央部 |こ径 75cm、 上面 は腐食

しているが、直径 75cm高 さ70～ 80cm、 2箇所 を範で締 め られ設置 されている。桶

の 1号底板 は径 70cln、 厚 さ 2 clnあ り、 4枚の板が方形の木釘で接続 されている。

桶側板 は、幅 5～ 7 cln、 厚 さ2,5clnの 23枚の板 によ り構 成 され、底板 と接続部

には切 り込みが見 られ る。 2号底板 は、径 67.4cln、 厚 さ3.2clnを 測 り、 1号底板
の20cm下方にほぼ水平 に存在 した。
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出土遺物

切合関係

82-86磁 器 碗 イま、 見 込 彦み吉|に
「監」、高 台内 に「会津甚 之」 と

書 かれ てい る。 87は 白磁碗 で あ

る。 88磁器皿 は 4号溝 1号木樋

内か ら出上 した。 89は⇔同版 転 写

の染 イ寸徳不J、 90水 1商、91・ 92ガ ラ

ス瓶、93丸釘、94・ 95角 釘 で あ る。

未掲 載 で は あ るが節 が抜 かれ た

竹、板 ガ ラス片が 3号井 戸桶 内
か ら出土 した。 また 4号溝 及 び

3号井戸 の掘 り方 内か らは瓦 片
が検 出 され てい る。

3号井 戸 は、 2号 土坑 に切 られ
る。4号溝 は、1号暗渠・16号溝・

17号溝・ 9号土坑・ 馬場面 を切
る。 2号建物 に切 られ る。

木樋接続部

5号 木樋

時 期 近代 (明治期 )甲府監獄署 にお
いて使用 された遺構 と考 えられ

る。

第 10節  出土遺 物 (遺物図25)

(上 面 )

]1・7    20E

(偵」面)

]2.0    17E

〒 5号 木樋

卜

卜

遺構 に伴 う遺物 は、各遺構部分 において記述 した。 ここでは、遺構外か ら検 出 された遺

物 について記載す る。142志戸呂窯の皿 は中世末か ら近世初頭の遺物である。143・ 144京焼

風陶器である。 145～ 148は 18世紀後半か ら19世紀代の磁器である。 150・ 151磁器碗 であ り

近代 の遺物である。 152土鈴 は、同様 の遺物が 16号溝 内か ら出上 している。 153軒平桟瓦、

154軒瓦である。155角 釘、156は器種不明の金属製品である。 157・ 1581ま鋼製の煙管吸 口で

ある。 159。 160は いずれ も加工 された石材であるが、用途等 については不明で あ る。

4号 木樋 7
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ピット観察表 単位 :cln

番号 平面形態 位置 長径 短 径 深 度 備 考 番号 平面形態 位置 長径 短径 深度 備 考

1 惰円形 C-5 青磁・丸瓦 円形 E-2

2 半円形 F-6 焼土塊・129祗石
調査区南壁に切られる

楕円形 一

一

Ｅ

Ｅ 34.0 1・ 13号溝を切る

円形 G-3 7号井戸に変更

円形
一

一

Ｆ

Ｇ
24.3 焼土塊 38-1 半円形 F-6 焼土塊・石

ピット531こ切られる

5 円形 G-3 瓦・焼土塊 半円形 F-6 土器・石

円形 F-2 瓦・土器
6号井戸の中

8号井戸に変更

7 円形 F-2 陶器
6号井戸の中

桔円形 E-6 120折縁皿

楕円形 G-2 陶器碗 (近世) 円形 E-6

惰円形 F-3 染付・土器 41-2 不定形 E-6

円形 F-3 26.0 土器・■7鉢 41-3 半円形 E-6

円形 G-3 円形 F-6 33.2

円形 G-3 29,0 石 42-2 半円形 F-6

円形 F-3 円形 F-5 66 3

楕円形 F-4 38.3 半楕円形 F-3 32 7

半椿円形 F-5 14号溝に切られる 円形 E-5

円形 F-3 円形 C-5

円形 F-2 1号溝を切る 楕円形 E-6 土器

円形 E-2 1号溝を切る 円形 E-6

楕円形 F-5 22.9 14号溝を切る 円形 B-4

不定形 F-4 48.8 焼土塊 円形 C-5 石

円形 G-3 焼上塊
ピット34を切る

円形 C-5

円形 G-3 焼土塊 半円形 一

一

Ｃ

Ｃ 14号溝に切られる

円形 F-3 石 円形 F-6 焼土塊・ ビット38を切る

円形 F-3 土器 円形 D-5 瓦・ 128釘
16号溝を切る

半円形
D―
E― 50.6 123かわらけ 円形 C-5

半円形 F-5 35,3 2号溝に切られる 楕円形 E-5

半円形 F-6 かわら1)・焼土塊。2号溝を切る
ピット281こ切らイをる

脩円形 E-5 8号土坑の中

半円形 F-6
土器 2号溝。8号井戸・
ピット27を切る 楕円形 E-4

121土製指鉢・
122須恵器

楕円形 一

一

Ｇ

Ｇ 陶器碗 (近世 ) 半円形 一

一

Ｄ

Ｅ 29 3
124須恵器
1号暗渠を切る

円形
一

一

Ｆ

Ｇ
59-2 楕円形 D-4 68.6

不定形 F-6 かわらけ
ピット321こ切られる

60-1 半円形 D-2 61.2 瓦

円形 F-6 23.7 ピット31を切る 円形
一

一

Ｄ

Ｅ

円形 E-3 76.5 土器・かわらけ・本片 円形 E-3

楕円形 G-3 22.0 ピット121こ切られる 楕円形 E-3 52 2 石
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ピット観察表 単位 i cln

番号 平面形態 位置 長径 短径 深度 備 考 番号 平面形態 位置 長径 短径 深度 備 考

円形 C-5 楕円形 G-2 4号井戸の中

半円形 D-5 瓦・陶器皿
1号暗渠を切る

円形 G-3

63-2 楕円形 D-5 68_9 127◇T 円形 G-3

惰円形 一

一

Ｅ

Ｅ 上器・焼土塊 円形 G-6

半円形 一

一

Ｄ

Ｅ
土器
4号溝・9号土坑に切られる

半円形 G-6 3号浦に切られる

楕円形 一

一

Ｂ

Ｃ 21.6 3号土坑の中 楕円形 E-5

不定形 一

一

Ｄ

Ｅ
器

ツ

陶
ピ
(近世 )
卜68に切 られる

円形 F-3

円形 D-6 69.2
ピット67を切る
1号暗渠に切られる 円形 D-5 丸寛 。平瓦

円形 B-4 29.2 木片 円形 D-5

楕円形 B-4 43.3 木 片 円形 C-5

楕円形 E-4 36.8 円形 D-6 16号溝を切る

円形 E-4 瓦・陶器 円形 F-4

円形 E-4 55.5 半円形 G-4 5号井戸の中

半桔円形 D-4 45,2
1号暗渠との切合関係
不明

半円形 F-4 5号井戸の中

円形 E-4 20 3 瓦・かわらけ 円形 E-2

円形 E-4 円形 B-6 8

半円形 E-4 ピット86に切られる 円形 B-6 127

円形 E-4 楕円形 B-6 9

半円形 一

一

Ｄ

Ｅ
瀬戸美濃系天目茶碗、
調査区北壁に切られる 円形 B-6 7

椿円形 D-4 14号溝を切る 112 円形 C-5 3号土坑の中

円形 D-4 円形 E-3

円形 E-6 丸瓦 半円形 C-4 14号溝に切られる

楕円形 一　
一

Ｄ

Ｅ 65.8 平瓦1号暗渠に切られる
115 円形 E-5

構円形 F-4 平冗・軒平瓦
12号溝を切る 円形 E-5 8号土坑を切る

楕円形 D-5 17.2
土器
8号土坑の中 円形 A-3

85-2 円形 D-5 25 5
土器・平瓦
8号土坑・暗渠を切る 円形 一

一

Ｈ
Ｉ 枕

円形 E-4 64 8 石
14号溝を切る

半円形 H-3

楕円形 E-2 50.3 楕円形 I-4 l号井戸の中

円形 E-5 平瓦 。126橋鉢 円形 巨-4 1号井戸の中

半円形 E-2 円形 H-4 1号井戸の中

89-2 不定形 E-2 精円形 一　
一

Ｈ
Ｈ 1号井戸の中

半円形 一　
一

Ｆ

Ｇ 31.3 調査区北壁に切られる 円形 一　
一

Ｈ
Ｉ 1号井戸の中

円形 G-2 34 3 半円形 I-5 1号井戸の中

楕円形 F-3 6号井戸の中
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1号 溝

ウ

《毒ょ 7                  8

酵

レ霧簸ら‖
12
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○
‐

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

馬

帆

鯵

一　

　

　

　

　

　

　

一

◇ 讐

図 16 1・ 13・ 2号 清 出 土遺 物
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3号溝
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Ｏ

　

　

ｎ

解

一　
　

　

一

耐
判
同
じ

一　

　

　

一

12号 溝

。
　
　
　
　
。
３

一　

　

　

　

一

鼠
Ｎ
悧
υ

０
　
　
　
　
８

（Ｕ
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鞘

輪
33

1号暗渠 (Nα 99)

可
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声

炉
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図 17 3・ 4・ 12号溝、 1号暗渠出土遺物
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]号 井 戸

m

出土遺物
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2号 井戸

轄  79

3号 井 戸

81

94

0                     10m



4号 井戸 5号 井 戸

6号 井 戸

105

2号 土坑   7号 土坑

―上子析一I♂
l]号 土 坑

ドミ帯:97

∝ 主孝

鱒獣

°
二
⑬
l汚

f

幽

側

I12

□ 鰹

ピツト8B

図23 4～ 6号井戸、 2・ 7・ 8・ 11号土坑、ビット(10・ 25・ 40・ 58・ 59・ 65・ 75・ 88)出土遺物
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出土遺物観察表 単位 :cm( )は反転実浪1に よる復元値

版
号
図
番 番号 出上位置 種別・器種

法 量
部  位 観察所見 (技法・文様 。その他) 備 考

口径 器 高 底径

l 1号溝跡 土 器 か】ちらけ (104) 23 (5,3) 日縁～底部 ロクロ成形、底部に回転糸切り 日縁部スス付着

2 1号溝跡 土 器 かわらけ 日縁～底部 ロクロ成形、底部に回転糸切り

3 1号溝跡 土 器 かわらけ (10 9) (72) 日縁～底部 ロクロ成形、内外面スス付着 内外面スス付着

4 1号溝肋 土 器 かわらけ (103) (59) 日縁～底部 ロクロ成形、底部に回転糸切り 日縁部炭化物付着

5 l号溝跡 土 器 かわらけ (60) (42) 日縁～底部 ロクロ成形、底部に回転糸切り

6 l号溝跡 土 器 かわらけ (6.1) 日縁～底部 ロクロ成形、底部に回転糸切 り

7 1号溝跡 土器 かわらけ 日縁～底部 ロクロ成形、底部に回転糸切り

8 1号溝跡 土器 かわらけ (6 0) 日縁～体部 ロクロ成形

9 1号溝跡 土器 内耳鍋 (260) 日縁～体部 ロクロ成形 外面スス付着

1号溝跡 陶 器 皿 (94) 口縁～体部 ロクロ成形 瀬戸・美濃系

11 1号溝跡 陶器 天目茶碗 (124) 日縁都 ロクロ成形 瀬戸・美濃系大窯 2期

1号溝跡 陶器 甕か 体部 ロクロ成形、叩目

1号溝跡 陶 器 丸皿 (106) 日縁～底部 内面擦り傷あり 瀬戸・美濃系大窯 2期

1号溝跡 陶 器 福鉢 (30.0) 口縁部 瀬戸・美濃系大窯 2期

1号溝跡 磁 器 碗 体部 染付 中国製

l号溝跡 磁 器 碗 日縁部 染付 中国製

l号溝跡 金属製品 釘 ?
ｅ

５
彙
８
．

鴨

一

ｅ

ｌ

厚

１
．

1号溝跡 金属製品 釘 ご
Ю
長
１０

鴨

一

ｅ
３
厚
１
，

13号溝跡 磁 器 碗 (10.0) 日縁～体部 染付 肥前系

13号溝跡 銭貨 寛永通費
直径
2 42

多F子し
0_61

さ

ｍ

厚

ｎ 重さ24g

2号溝跡 磁 器 硫 日縁～底部 楽付 近代

2号溝跡 白磁 たん壷 (35) 日縁～底部

2号溝跡 瓦 軒平瓦 巨 笹 ｅ
６
犀
■ 唐革文

2号溝跡 瓦 軒丸瓦
直径
(17_7)

厚さ
3^0

3号溝跡 陶器 皿 (10,7) (5.6) 日縁～底部 ロクロ成形 志戸呂16後～17前世紀

3号溝跡 金属製品 刀子
長 e
12 4

嶋

一

ｅ
４
厚
∝

3号溝跡 金属製品 角釘
長さ
5_2

鴨

一

ｅ
７
早
０
．

3号溝跡 金属製品 角釘
さ

０

長
７
．

幅

一

さ

と
厚
ｎ

3号溝跡 石製品 艇
Ｚ

横
25_0

さ

Ａ

厚
Ｒ

4号溝跡 磁 器 蓋 染付 (こ んにゃく版) 肥前系

12号溝跡 金属製品 角釘
ｅ

４

長

ａ
鴨

一

さ
５
厚
∝

12号溝跡 金属製品 角 釘
さ

，

長
民

幅

一

さ

６
厚
０
．

12号溝跡 金属製品 角釘 ?
さ

３

長

５
．

鴨

一

さ

１

厚
１

ロクロ成形 日縁部スス付着

l号暗渠 土 器 鉢 (27.2) 日縁部 ロクロ成形 内面スス付着

1号暗渠 土 器 火鉢 胴部 ロクロ成形、櫛目 スス付着

l号暗渠 陶 器 悟 鉢 体部 ロクロ成形、櫛目10条、鉄釉

1号暗渠 陶 器 悟 鉢 底部 ロクロ成形 堺製、近世

1号暗渠 陶器 土瓶蓋 孟 ロクロ成形、外面鉄釉 19世紀

1号暗渠 磁 器 碗 (12.8) 口縁部 染付 肥前系

1号暗渠 磁 器 碗 (120) 日縁部 染付、蝙蝠模様 瀬戸系

1号暗渠 瓦 丸瓦
長 き 幅

一

厚 さ
9ク

1号暗渠 瓦 丸瓦
長 ご 鴨

ｉ
ｅ
４
厚
Ｚ 布目、○の刻印あり

1号井戸 陶 器 硫 (148) 日縁～底部 ロクロ成形、施rn
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出土遺物観察表 単位 :cm( )1ま 反転実測による復元値

版
号
図
番 番 号 出上位置 種別・器種

法 量
部  位 観察所見 (技法・文様 。その他) 備 考

口径 器 高 底 径

1号井戸 陶 器 鉢 (160) 日縁～体部 ロクロ成形 瀬戸・美濃系

1号井戸 陶器 碗 体部～底部 内外面施釉、底部無釉 瀬戸・美濃系

1号井戸 陶器 呉器手碗 体部～底部 内外面施釉

1号井戸 陶 器 呉器手碗 底 部 砂敷焼成、施釉

1号井戸 陶器 構 鉢 (352) 日縁～体部 堺製18～ 19世紀

1号井戸 陶器 播 鉢 日縁部

l号井戸 陶器 構 鉢 (21 6) 体部～底部 ロクロ成形、底部ヘラ調整

1号井戸 陶器 描 鉢 (15 0) 底 部 ロクロ成形、底部に回転糸切 り 瀬戸・美濃系

l号井戸 磁 器 段皿蓋 13 2 (116) 染付 肥前系

1号井戸 磁 器 碗 体部～底部 染付 肥前系

1号井戸 陶器 皿 (44) 底部 染付、高台無釉

1号井戸 陶器 皿 底部 染付、畳付無釉

1号井戸 金属製品 釘 ? ｅ
ｆ
ｋ
・５

ｅ

８

厚

０
．

1号井戸 金属製品 鉄砲玉 随・・３
重さ101g、 ,合製

1号井戸 瓦 丸瓦

さ

ｎ

長
”

幅

一

ご
８
犀
３
．

布目痕、ヘラナデ、キラ粉付着

1号井戸 瓦 丸瓦
さ

・
４

長
１３

幅

一

さ

負

厚
Ｒ

布目痕、ヘラナデ、キラ粉付着

1号井戸 瓦 丸瓦
長 e
(180)

ｅ
２
厚
胚 布目痕、ヘラナデ、キラ粉付着

1号井戸 瓦 平瓦
ｅ

遇

長

２３

幅

一

ｅ
８
厚
■

ヘラナデ、ナデ、キラ粉付着

1号井戸 瓦 平瓦
長さ
(16 7)

幅

一

ｅ
８
犀
２
．

ヘラナデ、ナデ、キラ粉付着

凶麒
番号
番 号 出上位置 種別・器種 A B E F 観察所見 (技法 。文様 。その他)

l号井戸 瓦 輪違い瓦 (12 2) 7) (4.3) 1.5 内外面ヘラナデ、ナデ

l号井戸 瓦 輪違い瓦 (120) (47) 1.6 内外面ヘラナデ、ナデ、ケズリ、カス付着

1号井戸 瓦 輪違い瓦 (113) 10 6 (54) (38) 14 (2 3) (1.6) 内外面ヘラナデ、ナデ、キラ粉付着

1号井戸 瓦 輪違い瓦 (45) (1.8) 内外面ヘラナデ、ナデ、内面布目痕

1号井戸 瓦 輪違い瓦 (10,7) (10.1) (53) (40) 15 18 1.5 内外面ヘラナデ、ナデ、内面板状痕

l号井戸 瓦 輪違い瓦 11.5 10.5 13 1.6 内外面ヘラナデ、ナデ、内面板状痕

1号井戸 瓦 輪違い瓦 (111) (4.1) (3.8) 17 1.8 内外面ヘラナデ、ナデ、キラ粉付着

1号井戸 瓦 輪違い瓦 (100) 10 0 (4_2) 16 内外面ヘラナデ、ナデ、板状痕、指頭痕

1号井戸 瓦 輪違い瓦 (112) 11.3 (42) (4.1) 16 17 内外面ヘラナデ、ナデ、キラ粉、指頭痕

1号井戸 瓦 輪違い瓦 (115) 11 0 (53) (4,0) (18) 内外面ヘラナデ、ナデ、ケズリ

1号井戸 瓦 輪違い瓦 (12.6) 10 3 (47) 16 1,7 内外面ヘラナデ、ナデ

1号井戸 瓦 輪違い瓦 (10,9) (108) (51) (4.0) (1.0) (1_8) 内外面ヘラナデ、ナデ、ケズリ

1号井戸 瓦 輪違い瓦 (114) 10.6 5,1 (40) 19 (16) 内外面ヘラナデ、ナデ、変形している

1号井戸 瓦 輪違い瓦 (10 7) (10,7) (4_9) (40) 14 内外面ヘラナデ、ナデ、キラ粉付着

1号井戸 瓦 輪違い瓦 (103) (35) 16 内外面ヘラナデ、ナデ、内面布目痕

1号井戸 瓦 輪違い瓦 (107) 内外面ヘラナデ、ナデ、キラ粉、指頭痕

版
号
図
番 番 号 出土位置 種別・器種

量法
部 仕 観察所見 (技法・文様 。その他) 備 考

口径 器 高 底径

2号井戸 土 器 かわら1) (6.0) 体部～底部 ロクロナデ、底部に回転糸切 り

2号井戸 土 器 かわらけ 体部～底部 ロクロナデ、底部に回転糸切 り 内面スス付着

2号井戸 土 器 片 日 日縁～体部 ロクロナデ 内外面スス付着

3号井戸 磁 器 碗 日縁～体部 内面「監」。高台内「会津老主」 文字あり
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出土遺物観察表 単位 :cln( )イよ反転実測による復元値

版
号
図
番

番号 出上位置 種別・器種
法 量

部  住 観察所見 (技法・文様・その他) 備 考
口径 器 高 底 径

3号井戸 磁 器 碗 日縁～底部 内面「監」・高台内「会津垂之」 文字あり

3号井戸 磁 器 碗 12 2 日縁～底都 内面「監」・高台内「会津名之」 文字あり

3号井戸 磁 器 碗 日縁～底部 内面「監」・高台内「会津鍵之」 文字あり

3号井戸 磁 器 碗 65 日縁 ～底 部 内面「監」。高台内「会津甚之」 文字あり

3号井戸 磁 器 碗 (12 3) (4.6) 日縁～底部

3号井戸 磁 器 皿 日縁～底部 内面絵模様の痕跡

3号井戸 磁 器 徳利 日縁～底部 銅版転写

3号井戸 磁 器 水滴
縦
６
．
４

頂
81 内面底に布日、穿孔 2箇所、青磁

3号井戸 ガラス 瓶 (20) 72 日縁～底部 メモリ付き

3号井戸 ガラス 瓶 日縁～底部

3号井戸 金属製品 丸釘
長 e 暇

一

さ

Ｒ

厚
ｎ

3号井戸 金属製品 角釘
ご
　
・
６
長
１０

暇

一

ｅ
７
厚
０
．

3号井戸 金属製品 角釘
さ

２

長

盈
鴨

一

ｅ
５
厚
∝

4号井戸 土器 かわらけ (126) 日縁～底部 ロクロ成形、底部に回転糸切り

4号井戸 土器 かわらけ (7.7) (52) 口縁～底部 ロクロ成形、底部に回転糸切 り

5号井戸 須恵器 体部 タタキロ

5号井戸 土 器 箋I? 胴部 ロクロ成形、外面スス付着

100 5号井戸 土器 かわらけ (64) 日縁～底部 底部回転糸切 り、 日縁スス付着

6号井戸 土器 かわらけ (10.5) 日縁～底部 底部回転糸切 り 内面黒色の付着物

102 6号井 戸 土器 かわら1, 口縁～底部 ロクロ成形、底部に回転糸切り

6号井戸 土 器 信 鉢 日縁部 櫛目6条以上 内外面スス付着

6号井戸 土 器 内耳鍋 日縁～底都 外面スス付着

6号井戸 陶器 丸皿 61 底部 ロクロ成形、輪 ドチ痕 瀬戸・美濃系大窯 1期

6号井戸 陶器 丸皿 日縁～底部 二次被熟 瀬戸・美濃系大窯2期

6号井戸 陶器 皿 日縁～底部 ロクロ成形、内外面鉄釉 志戸呂16末～17初世紀

6号井戸 陶 器 構 鉢 体部 櫛目12条 瀬戸・美濃系陶器

2号土坑 金属製品 釘
さ

１

長
五

幅

一

ё
９
早

儀

7号土坑 金属製品 釘
長 ご 咀

一

さ

と

厚
１

7号土坑 金属製品 釘
長ご
130

甲邑 ｅ
０
厚
■

7号土坑 ガラス 瓶 58 日縁～底部

7号土坑 銭貨 半銭
直径
2 22

多F士し ご
１１
犀
償 重さ34g、 明治十六年

7号土坑 木製品 桶
艇
■

横
３
．

さ

，

厚
と

8号土坑 金属製品 鉄砲玉 唯・・３
重さ12.4g

■号土坑 土製品 煉瓦
長 さ 暇

“
ｅ
２
厚
住

117 ピット10 陶器 鉢 体部 刷毛目鉢 肥前系

ピ ッ 上器 かわらけ 日縁～底部 ロクロ成形、底部に回転糸切り

ピット65 陶器 皿 (122) 17 (6 2) 日縁～底部 ロクロ成形 瀬戸・美濃系

ピット40 陶 器 折縁皿 (107) 日縁～体部 内外面緑釉 瀬戸・美濃系

ピット58 土 器 悟鉢 日縁部 ロクロ成形

ピット58 須恵器 壷 ? ロクロ成形

ピット25 土器 かわらけ (6.6) 13 (4.0) 日縁～底部 ロクロ成形、底部に回転糸切り

ピット59 須恵器 壷 ? 体部

ピット126 土器 内耳鍋 (25 8) (224) 日縁～底部 ロクロ成形、内外面スス付着
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出土遺物観察表

上水施設出土遺物観察表

版
号
図
番 番 号 出上位置 種別・器種

法 量
部  仕 観察所見 (技法・文様 。その他) 備    考

口径 器 高 底 径

ピッ ト88 陶 器 構 鉢 体部 ロクロ成形、内外面鉄釉 瀬戸・美濃系

ピット63 金属製品 釘
ｅ

８

長

＆

幅

一

ご

６
厚
“

ピット54 金属製品 釘
さ

７
長
償

幅

一

ご
４
厚
償

ピット2 石製品 砥 石
長さ
r7 とヽ 略郷

さ

０
厚
歩

3号石列 金属製品 角釘
ｅ
５
長
＆

鴨
さ

Ｆ

厚
償

3号石列 金属製品 角釘
長
ａ

I隅 ｅ
４
厚
儀

3号石 列 金属製品 角釘
ｅ
９
長
＆

鴨 ｅ
５
厚
０
．

3号石列 金属製品 角 釘
さ

，

長

民
鴨

一 '享

さ
06

3号石列 金属製品 角釘
さ

４

長
年

幅

一

さ

Ａ

厚
ｎ

3号石列 金属製品 釘 か
ｅ

４
長
＆

叩昌 ё

５

厚

“

3号石列 金属製品 楔 さ
望
長
Ｈ

I隅 ｅ
５
厚
“

3号石列 銭貨 元□通賓
雀
８６

芽
償

台
Ｈ
早
０
，

重さ28g

138 1号獲 土 器 甕 (59 0) (23.0) 口縁～底部 か`
号ア、 指頭痕、内面に付着物

139 1号甕 陶器 便器
長 e 鴨

一

享さ
, n 染付

2号甕 土器 甕 底部～胴部 輪積み成形のちナデ 内面に付着物

3号甕 土 器 甕 26 0 底部～胴部 輪積み成形のちナデ 内面に付着物

一括 陶 器 皿 (10.4) 日縁～底部 輪 ドチ痕、内外面施釉 志戸呂窯

一括 陶 器 皿 体部～底部 京焼風陶器、高台内に亥1印

一括 陶 器 皿 体部～底部 京焼風陶器

一括 磁 器 碗 (106) 日縁～底部 くらわんか茶碗 ?、 染付 肥前系

一括 磁 器 碗 (100) 日縁～底部 染付、二弁花か ? 瀬戸系

一括 磁 器 筒形碗 日縁～底部 肥前系

一括 磁 器 御酒徳利 体部 たこ唐草、染付 肥前系

一括 磁 器 碗 口縁～底部 高台内「若松」、銅版転写 近代

一括 磁 器 碗 4.2 口縁～底部 銅版転写 近代

一括 磁 器 皿 体都～底部 型紙擢絵 近代

一 括 土製品 土鈴
ｅ

２
�
＆

幅
２
．
７
厚 さ

一 括 瓦 軒平瓦
巳全
7.6

ｅ
９
厚
１
．

三ッ巴紋

一括 瓦 軒丸瓦
直径
(14 8)

台
６
厚
歩

一括 金属製品 釘
長 さ
l tt,

幅

一

さ

６
厚
償

一括 金属製品 釘か
長 e 鴨

一

さ

Ａ

厚
１

一 括 金属製品 煙管
ｅ

６
長
Ｚ

暇 ご
８
厚
“ 銅 製

一 括 金属製品 煙管
ｅ
９
長
＆

幅

一

き
５
厚
０
，

銅 製

一括 石製品
さ

，

長
閉

幅
27_4 '子

さ

137

―括 石製品
さ

・
５

長
Ｖ

幅

氏
厚 さ
1■ 氏

単位 i cm( )は 反転実測による復元値

単位 i cm

版
号
図
番 種別・器種番号 長 さ 高 さ 外 幅 内幅 底板厚さ 側板厚さ 備   考

本製品 1号木樋 18 2 14.5

木製品 4号木樋 280 0 3,7

木製品 5号木樋 272.5 17 5

木製品 1号底板 直径 700 厚さ 20 桶底

木製品 2号底板 直径 674 厚さ 32 桶底
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第 4章 ま

検 出された遺構 は、中世 。近世・近代の 3時期である。特 に中世 16世紀代の遺構 。遺物が

多数検 出されたこ とによ り、調査区周辺 まで甲府城築城以前の居住の広が りが確認 された。

この 3時期の溝 は南北方向 N-1°一 E～ N-3°一 Eの 方位 をとり、若千の相違 はあるがほ
ぼ中世段階の軸線が調査 区周辺の基軸 とな り、近世 そ して現代 までほぼ変化な く引 き継が

れている。馬場跡 な ど近世の絵図に描かれている馬場が検 出 されたことは、今後絵図記載の

検証がなされ るもの と考 え られ る。 また検 出された上水施設は江戸時代の工法が明治時代

まで使用 されていたことを示 し、明治期の都市上水施設の様子が窺 える重要な遺構である。

中 世
16世紀代 は、一条小 山 (現在 の山梨県指定史跡 甲府城跡 )に一蓮寺、調査区北側 の柳沢

権太夫の屋敷周辺 (現在 の甲府駅西側周辺 )に 長延寺が存在 していた とされ る。 この時期
の遺構 としては、 1・ 6・ 16・ 17号溝、 2・ 4～ 6号井戸、柱穴列、 6号土坑が挙 げ られ
る。 また遺物等 は検 出 されていないが 7・ 8号井戸が中世段階であると推測 され る。

1・ 16号溝 は、南北方向N-1°一 Eに方位 をとるほぼ同規模の溝であ り、16世紀代 の遺
物が検 出されてい る。両溝間は幅 4.5～ 5mを 測 る。16号溝 の東側 は遺構が極端 に少ないが、
1号溝の西側 は、井戸・ ピッ ト等の遺構が集中 して見 られ る。 この ことか ら、 1号溝 を境
に、西側 に町屋等 の居住空間が位置 し、 この両溝間が通路であった可能性 も考 えられ る。

また遺物 に関 しては、大窯第 2段階か ら志戸呂までの製品が検 出されている。 16世紀第二

四半期か ら17世紀前後 までの遺構であると考 えられ るが。

近 世
馬場跡 (1・ 2号暗渠 )、 1・ 2号 ピッ ト列、 7・ 12号溝、 3号石列が近世の遺構 であ る。
いずれの軸線 ともにN-1°一 E～ N-3°一 Eであ り、中世段階の軸線 とあまり変化 は見 ら
れない。遺物 は 1号井戸 を除 き極めて少な く、馬場 。作事小屋な どであ り、武家屋敷等 の

居住空間でなかったためであると考 えられ る。

馬場跡 は『楽只堂年録』第 173巻の絵図 (資料 1)に 幅六間 (10.8m)、 長 さ百十四間 (約
205m)が記載 されている。現在の甲府駅南 日か ら西側 の朝 日町へ向か う東西の通 り(馬場先

小路)か ら、平和通 り橋児童公園前の交差点か ら西側の青沼町 日へ向か う通 りまでの間は228

mあ り、若千の誤差 はあるがほぼ この区間に馬場が存在 した もの と考 えられる。検 出された

1・ 2号 暗渠間は 10。 2mあ り、水平で非常に硬化 した面である。この馬場跡 は地 山層 または

中世遺構の直上で確認 されたことか ら17世紀の早 い段階 に設置 された もの と推定 され る。

18世紀前半の柳沢期 には馬場の西側 には「供長屋」が位置 していた。南北六十五聞 (117

m)、 梁間二間半 (約4.5m)さ らに庇一間 (1.8m)がつ く建物である。今回の調査では遺

構 は検 出されていないが、馬場先小路か ら現在の飯 田通 りの南側 まで延びていた もの と考

えられ る。

馬場跡 と平行す る 1・ 2号 ピッ ト列 は、 1号暗渠 を切 って設営 されている。 ピッ ト内か
らは木片等の痕跡が確認 されてはいないが、ほIF規則的な間隔で一列 に並ぶ ことか ら、馬場

と西側 の空間 を仕切 るtDI列 と考 えられ る。 ピッ ト列 か らの遺物の検 出がほ とん どな く時期

の特定は困難ではあるが、江戸期の絵図では馬場の位置の変化 は見 られないが、馬場 の西

側 は数時期の変遷が見 られる。柳沢期 には「供長屋」が描 かれているが、坂田家所蔵 の元

文 3年 (1738)の 『甲府城下町絵図』では記載が見 られない。享保 12年 (1727)の裏先手

と
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小路か ら出入 した火災 により焼失 した可能性 も考 え られ る。 しか し19世紀前半の文政年間

(1818～ 1830)の 『甲府郭内外邸第図』では、「作事小屋」 と書かれ、江戸時代後半の『′膜
宝甲府絵図』 (資料 2)に は記載がな く、 さらに幕末 ごろの『甲府城下町絵図』 (資料 3)
には、「大的場 。調練場」 と変化 している。 この ように絵図の上か ら、 18世紀の柳沢期「普

請方定小屋」→ 18世紀 中期 「空閑地」→ 19世紀前期 「作事小屋」→ 19世紀後期 「空閑地」
→幕末「大的場 。調練場」 と変遷が窺 える。 このことか らピッ ト列 は馬場 と西側 の空間を

区画す る棚列 である可能性が考 え られ る。

1号井戸 に関 しては、調査区で唯一確認 された江戸期の井戸である。井戸内か らは18～ 19

世紀代の遺物が出土 したが、特 に甲府城 において も検 出されている輪違 い瓦 な どの出上が

顕著であった。 19世紀の甲府勤呑支配時代 は「作事小屋」の記載が見 られ るこ とか ら、こ

の作事小屋 に付属 した井戸であるもの と考 え られ る。

近 代 (明治期 )
明治時代 に入 り調査区一帯 には、明治 8年か ら明治 45年 まで甲府監獄署が置かれ る。 こ

の時期の遺構 としては、 1号建物、 2・ 3・ 12・ 14号溝、 7号土坑、上水施設 (3号井戸、
4・ 5号溝 )が上 げ られ る。明治期の柳御門側 か ら撮影 した写真 (資料 5)か らは、通 り
際の高い自壁 の塀 とその内側 に南北方向の瓦葺の建物が数棟見 られ る。 また明治時代の地

図 (資料 4)な どか らも監獄署の建物配置の様 子が窺われ る。
検 出 された 1号建物 は南北方向に細長い建物 であ り、昭和 20年 7月 6日 の空襲で消失 し

た と考 え られ る 1・ 2号石列の下層 に位置す ることか ら、明治期の監獄署の建物 と推測 さ

れ る。 7号土坑 は、掘 り方内に桶が設置 された遺構 であ り、明治 16年の半銭銅貨が出上 し
ている。径 90cmと 大型の桶であることか ら、排泄施設の可能性が考 えられ る。 また 7号土

坑南側 の 2・ 3号溝 は、煉瓦・桟瓦 など近代 の遺物が検 出されていることか ら監獄署 の施

設であった可能性が考 えられ る。

上水施設の遺構 は、 3号井戸か ら出上 した「監」とかかれた碗 などの遺物か ら、甲府監獄

署で使用 された上水施設である。甲府上水の歴史 は、17世紀前後の浅野氏領有期 に開削設置

された とされ、江戸期 を通 して使用 された。上府 中上水 と下府 中上水の二系統が見 られ る。

下府 中上水 は江戸の初期浅野氏の時代 に布設 され、上府 中上水 は19世紀の天保 12年 (1842)

に現在 の朝 日町の相
'IIか

ら引本 した。明治時代 に入 り明治 8年 (1876)若 尾逸平 らにより

新 甲府用水路が開設 され るが、近代上水道が完成す るのは大正 2年である。検 出 された上水

は勾配 を利用 し木樋 か ら丼戸桶へ引水 してい る。東京都汐留遺跡の仙 台藩上屋敷 な どか ら

同様 な遺構 が多数検 出されている。

木樋 と桶 を使用 した江戸時代の工法 は、大正元年 (1912)の近代上水道が完成 し、翌 2年

1月 給水が開始 されるまで甲府では使用 されていたことが判明 した。

近 代 (昭和期 )
この時期の遺構 は、 2・ 3号建物、 1～ 4号埋甕、 2号土坑、 1・ 2号石列 で ある。い
ずれの遺構 か らも炭化物及び焼上が検 出 され、昭和 20年 7月 6日 の空襲 により焼失 した建

物である。『昭和 16年 市内地図』 (資料 6)か ら推定す ると、 2号建物 は「田原屋 肉店」か
「青和F」 の建物部分。 3号建物は「開通社」の L字状建物北西部に相 当 し、南北方向の 1

号石列 は建物東辺であ り、東西方向の 2号石列 は建物南辺であると推定 され る。 2号 土坑
に関 しては、炭化物 と昭和初期段階の遺物が多 く検 出されたことか ら、甲府空襲後 の廃棄

土坑である可能性が考 えられ る。 また検 出 された素焼 きの埋甕 は、 1号甕内か ら便器が検
出されていることか ら、排泄施設に伴 う甕であると考 えられ る。
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(4)山 梨縣甲府市及著名町村図 (明治 9年)部分拡大

(I)「楽只堂年録」第173巻部分

(財団法人 柳沢文庫 )

(5)甲 府監獄署 写真

(2)懐 宝 甲府 絵図

と

(3)甲 府城下町絵図

写真・ 絵図 1 調査区古絵図、
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3号 埋 賽             4号 埋 甕
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ふ りが な

所収遺跡名

ふ り が な

所  在  地

コ ー ド
耳ヒ牟幸 東経

調査期間

調 査 原 因

市町オす 遺跡香号 調査面積

甲府城下町

遺跡

山梨県甲府市

丸の内 2丁 目

21-

19201

138°

34′

12″

H16.11.22

1

H1612.28 ホテル建設

400m2

所収遺跡名 種 男J 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

甲府城下町

遺跡
城下町

中 世
近 世

近 代

井戸・溝・ピット列・

馬場跡・暗渠 。

建物跡・上水施設・

埋甕・土坑

かわらけ。瀬戸美濃系Fal器・

瓦・肥前系磁器 。煉瓦・

銭貨・ガラス瓶・釘・

木樋 。井戸桶








